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釜山外大 vs. お茶大
 2007〜 TV会議システムによる国際合同授業開始

（当時『国際新聞』に掲載）

 2009〜 多言語・多文化サイバーコンソーシアム

 2012〜 国際学生フォーラム

 2015.12 国際学生フォーラム

（in Korea）

 2016.7 学術交流協定締結

 2016〜 複言語・複文化プログラム
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釜山外大がなぜ魅⼒的か？
 日韓をつないできた釜山にある

 日本語教育が世界一さかんな大学

 鄭起永総⻑のヴィジョン

 アジア共同体研究所とアジア共同体論

 CEFRに基づいた日本語教育

 複言語・複文化プログラムが可能
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アジア共同体論
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釜山外大と共に⾏いたいこと
過去を乗り越え、韓日、そし
て東アジアを共生に導くパー
トナーとなる

東アジアが共に生きるための
言語教育を考える
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1．はじめに

東アジアにはEUのような、ともに生きるための地域連
合体がなく、それをめざすための教育理念や教育政策も
存在しない

各国首脳の政策・談話：国家間の対⽴を政治によって解
決できるという実感も感じられない

日韓、東アジアがともに生きることをめざし、2016年
度から「複言語・複文化プログラム」を⽴ち上げた

本研究：その内容について紹介＞成果と残された課題
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【第２回日韓学生フォーラムハンドアウト】 
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2．先⾏研究
〜ヨーロッパ〜
Byram（2008）：

国語教育：ナショナル・アイデンティティ（第二次社会化）

外国語教育：ナショナルな視点を脱中心化・相対化＞超国家
的なアイデンティティ構築＞超国家・文化的シティズンシッ
プ（第三次社会化）

言語能⼒＋文化教育＋政治教育
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2．先⾏研究
〜ヨーロッパ〜
 Byramの主張が正しいとすれば、新たな形態の外国語教育の
推進は、東アジア諸国がともに生きるために必要な、超国家
的なアイデンティティやシティズンシップの構築に寄与

 Byram, et al.（2016）などで実証的な研究事例がある

しかし、

十分とは言い難い

そのまま東アジアにも応用可能であるといえる保証もない
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2．先⾏研究
〜東アジア〜
「ともに生きる」ための外国語教育実践：
森山の一連の教育実践、九州大学の日韓海峡圏カレッ
ジ、アジア太平洋カレッジなど
研究：
森山（2016）など少なく、ほとんどが実践報告の次元
＞その成果を客観的、実証的に提示したり、東アジアが
ともに生きるための言語教育政策の基礎研究としたりす
るには限界
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2．先⾏研究
森山の実践活動一覧
 日韓大学生国際交流セミナー（日韓、2004年〜）
 国際学生フォーラム（8か国、2012年〜）
 サイバーコンソーシアム結成と国際共同授業（8か国、2007年〜）
 豪・米・独における日本語教育実習（2012年〜）
 韓国における複言語・複文化教育プログラム（日韓、2016年〜）
 東アジアの共生を目ざす日韓学生フォーラム（日韓、2017年〜）
 北米地域との⻘少年交流事業（日米、2014年）

＊各報告書はhttp://www.li.ocha.ac.jp/ug/global/mrs/で公開
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3.複言語・複文化プログラム概要

 2017年8月7日〜9月16日、釜山外大で実施

参加学生：8名

韓国語・文化研修＋日本語教育実習

事前学習：

⑴複言語・複文化主義

⑵Intercultural citizenship教育としての外国語教育

⑶ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）
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4.研究方法

データ収集：プログラム終了後、レポートを提出
① 韓国のことばと文化を学んで
② 日本語教育実習
③ 複言語・複文化教育プログラムについて etc.

分析方法：
① SCATなどを用い質的に分析
② Byram, Barnettの枠組みでの成果の考察
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5.結果と考察
5.1プログラムの成果

抽出された概念

① 現地で学ぶ意義

② 韓国語学習の向上

③ 韓国文化への理解

④ 言語学習から異文化理解へ
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⑤ 双方向性・対等性

⑥ 脱中心化

⑦ 複言語・複文化能⼒

⑧ 超国家的identityの獲得・
共生意識の深まり

⑨ 将来の⾏動への動機づけ
①を除き、4つの段階

5.結果と考察
5.1.カテゴリ化と分布

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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留学の意義

5.結果と考察
5.1 カテゴリ化と分布
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5.2 プログラムの成果
5.2.1 留学の意義
①現地で学ぶ意義：

「現地で学ぶことの重要性」

「実感を伴った学び」

＞韓国に⾏き、実体験を伴った学びの意義が報告
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5.2 プログラムの成果
5.2.2 韓国の言語・文化のスキル向上

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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5.2 プログラムの成果
5.2.2 韓国の言語・文化のスキル向上
②韓国語学習の向上：

「動機づけの強化⑵」 cf.(2)=2回答

「学習意欲の向上」

「韓国語で思考できるようになる」

「伝えようとする積極性の付与」

など、韓国語の向上が⾒られた
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5.2 プログラムの成果
5.2.2 韓国の言語・文化のスキル向上
③韓国文化への理解：

「差異の気づき⑵」

＞「異文化を受容することの困難性」

＞「ステレオタイプの打破」「負のイメージ払拭」

＞「魅⼒の実感」「親近感の増進」

「親睦の深化」「相互理解の深化⑵」

＞気づき・困難・克服を経て理解へ
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5.2 プログラムの成果
5.2.2 韓国の言語・文化のスキル向上
④言語学習から異文化理解へ：

「言語学習から異文化理解への正の影響」

＞言語を学ぶことで文化理解が深まった
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5.2 プログラムの成果
5.2.3 対等性・脱中心化

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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5.2 プログラムの成果
5.2.3 対等性・脱中心化
⑤双方向性・対等性：

「双方向的姿勢の堅持」

「言語学習の双方向性」

「双方向の交流により言語教育に対する認識の変化」

「教師から学生への一方向からともに学ぶ教育へ」

＞プログラムの双方向性、対等性は「脱中心化」を促進
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5.2 プログラムの成果
5.2.3 対等性・脱中心化
⑥脱中心化：

「自文化の客体化」

「自他文化を客観的に⾒つめる視点」

「視点の多様性の認識⑵」

＞自文化を脱中心化、客体化、自他の文化をクリティカ
ルに⾒つめる
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5.2 プログラムの成果
5.2.4 複言語/文化・Identity・共⽣意識

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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5.2プログラムの成果
5.2.4複言語/文化・Identity・共⽣意識
⑦複言語・複文化能⼒：単にスキルの問題ではなく意識変化

「複言語・複文化能⼒の向上」

「複言語・複文化環境の重要性の実感」

「複言語・複文化主義を体験」

「複文化についての達成感」
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5.2プログラムの成果
5.2.4複言語/文化・Identity・共⽣意識
⑧超国家的アイデンティティの獲得・共生意識の深化：

「超国家的アイデンティティの獲得」

「東アジア人としてのアイデンティティ構築」

「心理的距離の縮まり」

「ともに生きたいという思い増加」

＞超国家的identity構築、共生意識が芽生え、深化
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5.2 プログラムの成果
5.2.5 ⾏動へ

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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5.2 プログラムの成果
5.2.5 ⾏動へ
⑨将来の⾏動への動機づけ：

こうした自⼰意識の変化は、将来の⾏動へと発展

「架け橋としての⾏動の動機づけ付与」

「交流促進⾏動の開始⑶」

「関係改善の⾏動への着⼿」

「日本語教師の魅⼒の実感」
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5.3 残された課題
5.3.1 自分自身に対する課題
「韓国に対する理解不⾜」

「韓国語使用に対する積極性の不⾜」
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5.3 残された課題
5.3.2 プログラムに対する課題
言語教育プログラムに対してする課題：

「日韓の言語的対等性の欠如」

「韓国語の言語使用の機会の欠如」

「韓国語プログラムと日本語教育実習プログラムの一体性の弱さ」

シティズンシップ教育（政治教育）プログラムに対する課題：

「日韓関係の難しさの再認識」

「共生を考える場・時間の不⾜」

「反日・嫌韓学生を巻き込んだ交流の必要性⑷」

30
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6.シティズンシップ教育としての日本語教育へ
Byram et al.(eds.) (2016)
From Principles to Practice in Education for 
Intercultural Citizenship

 Byram（2008）：文化を超えたシティズンシップ教育
Pre-political Level（2段階）
⑴他者と関わる＞「当然」をクリティカルに⾒つめ直す
⑵＋代案・変化について提案・想像
Political Level（3段階）
⑶＋自身の社会で変化を起こすために⾏動する
⑷＋他者とともに超国家的共同体を建設する
⑸＋超国家的共同体として共通の課題明確化
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6.シティズンシップ教育としての日本語教育へ
Byram et al.(eds.) (2016)
From Principles to Practice in Education for 
Intercultural Citizenship

 Barnett（1997）グローバル社会に求められるCritical 
beingとなるためのCriticality

 3領域 x 4段階

 Knowledge：Critical reason

 Self：Critical self-reflection

World：Critical action

32

Transformatory
critique

Refashioning of 
Traditions

Reflexivity

Critical Skills

6.Citizenship教育としての日本語教育へ

言語・文化
スキル向上

対等性
脱中心化

複言語/文化
Identity

共生意識

⾏動
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Pre-political Level Political Level

Critical Skills Reflexivity Refashioning Trads

Transformatory critique

Knowledge Self World

18
14

9
6

6.Citizenship教育としての日本語教育へ

 Byram
・Pre-political Level：他者と関わり、⑴クリティカルに考
え、⑵代替を模索・提案する
＞概ね達成
・Political Level：他者と関わり、⑶自分の社会で⾏動、⑷
国を越えて共生、⑸共通の課題の明確化
＞十分とは言えず
語学研修＋教育実習であったため

＞しかし、未来における着想＞実際に⾏動に⾄る事例も

34

6.Citizenship教育としての日本語教育へ

Knowledge Self World
⑷Transformatory Critique ○ ？ ？？
⑶Refashioning of Traditions ○ ○ ？
⑵Reflexivity ○ ○ ○
⑴Critical Skills ○ ○ ○

35

＊但し、何人かは明らかにその後の人生設計に影響及ぼす

7.おわりに
複言語・複文化プログラムについての評価
複文化的側面：概ね「達成できた」
複言語的側面：「韓国語使用場面の不⾜⑵」＞不十分
 Citizenship教育（政治教育）の側面：「日韓学生フォーラ
ム」を実施したものの、日常生活でタブーとされる問題につ
いて扱われる場面は少なく課題を残した

＞全員をして「超国家的アイデンティティの構築」「東アジア
人としての自覚」「共生意識の芽生え」「政治的⾏動の段階」
「Criticalityの創造的段階」に⾄らなかった原因か
＞これらが克服されていけば、東アジアがともに生きるための
シティズンシップ教育、共同体建設の土台となる、言語教育プ
ログラムとなりうる？

36
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